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　近年、企業経営において、社会的価値の創造がますます

重要視されている。特に、2015年に国連で採択されたSDGs

（持続可能な開発目標）を指標とした「SDGs経営」と、自社

の存在意義（パーパス）を軸とした「パーパス経営」が注目を

集めている。両者は、企業の社会的責任と持続可能な成長

の両立を志向する新たな経営パラダイムであり、社会的課題

の解決に企業が主体的に取り組む枠組みとして、大企業の

みならず中小企業においても導入が進展している。

　本研究では、企業が社会的価値を創造する方法として

SDGs経営とパーパス経営に着目しており、その理論的背

景、特徴、類似点・相違点、実践例、今後の課題や展望につ

いて考察する。

　研究手法としては、SDGs経営やパーパス経営に関する最

新の文献研究を踏まえて、先進的な企業の取り組み事例を

調査し、経営者や従業員等によるアンケート調査およびイン

タビュー調査を行う。

研究内容

　企業の社会的価値を創造するSDGs経営とパーパス経営

に関する研究成果は、大企業のみならず、地域経済活性化

の原動力となる中小企業と中小企業の企業間連携におい

て、持続可能な経営のあり方に良好な影響を与える。

　そのうえで、地域・産学連携の取組みでは、令和4年5月

に、本学に新設されたプロジェクト研究所「地域経済研究

所」の所長を兼務しながら研究活動を実践している。地域経

済研究所では、産学官金連携のネットワークを活用しなが

ら、地域経済を活性化させる中小企業の経営支援活動を展

開している。また、宮城県を中心とする東北地域の産業を振

興し、潜在的な地域資源の掘り起こしとその再構築を提案

している。特に、宮城県中小企業家同友会との連携活動を

強化し、地元中小企業の経営実態調査を重視している。

地域・産学連携の可能性

企業の社会的価値の創造、SDGs経営、パーパス経営、マネジメント・コントロール、中小企業KeyWord

このテーマに関連する
東北SDGｓ研究実践拠点

地域・地場産業振興研究拠点 このテーマに関連するSDGs開発目標

東部重工業における企業調査

このテーマに関連する
プロジェクト研究所

地域経済研究所


